
東北福祉大学・総合福祉学科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３１３０４

基盤研究(C)（一般）

2018～2016

口腔ケアの安眠効果

The sleepiness effect of oral care

８００９１７６８研究者番号：

渡邉　誠（Watanabe, Makoto）

研究期間：

１６Ｋ１１６１１

年 月 日現在  元   ８ ２８

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：　睡眠は心身の健康を維持する上で非常に重要な基盤であり，睡眠障害は精神および
身体疾患を総じて増悪させる傾向にある．口腔環境においても同様であり，睡眠障害患者においては歯周疾患の
高い罹患率が報告されている．しかしながら，これらの因果関係については不明な点が多い．
　我々は，大規模な被災者健康調査の結果から，歯周疾患と不眠症の罹患とが強く相関することを示した．それ
らの因果関係については不明であるが，本研究で介護施設において実施された，専門的口腔ケアの介入が口腔衛
生状態の改善・維持が睡眠の質的改善に直結することを示唆したことから，睡眠障害患者への歯科的介入の有効
性が示されたと考えられる．

研究成果の概要（英文）：Sleep is a very important basis for maintaining mental and physical health, 
and sleep disorders  generally tend to exacerbate mental and physical disorders. As shown in the 
oral environment, high prevalence of periodontal disease has been reported in sleep disorder 
patients. However, there are many questions about the causal-relationships. From the results of a 
large-scale disaster health survey, we have shown that periodontal disease are strongly correlated 
wit h prevalence of insomnia. Although the causal relationship between them is finally unknown, our 
study suggested that the specialized oral care intervention conducted in the nursing home might 
support that the improvement and maintenance of the oral health status would lead to the qualitative
 improvement of sleep. Therefore, it is considered that the effectiveness of dental intervention for
 sleep disorder patients was shown.

研究分野：歯科補綴学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　睡眠の問題は心身共に直接的に疾患へと繋がるリスクが高く，その慢性化はQOLを大きく低下させる．歯周病
も成人の８割が罹患するとされており、睡眠と同様に国民病と言える状況である．これら二つの疾患はともに
self-management（生活習慣や健康行動の自己管理）に因る部分が大きく，我が国の抱える医療費問題からもそ
の重要性は高まる一方である．
　本研究結果から示される，口腔疾患と睡眠障害の密接な関係，そして睡眠障害治療における新しい選択肢の一
つとしての歯科医療の提示は，睡眠障害の発症メカニズム解明の一助となり，臨床的にきわめて意義のある研究
であるといえる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
睡眠は心身の健康を維持する上で非常
に重要な基盤であり，睡眠障害は精神
および身体疾患を総じて増悪させる傾
向にある．口腔環境においても同様で
あり，睡眠障害患者においては歯周疾
患の高い罹患率が報告されている．し
かしながら，これらは睡眠障害患者を
対象として行われた調査が主体であり，
一般人口においてはほとんど検討され
ていなかった． 
申請者らは，大規模な被災者健康調
査の結果から，歯周疾患と不眠症の罹
患とが強く相関することを示した（表１）．それらの因果関係については，睡眠障害患
者においては歯周病が悪化していることを示す報告は存在する一方で，口腔環境の改
善が睡眠の質的向上に繋がるかについては不明であった．以上のことから，痛みやス
トレス以外に，口腔環境と睡眠には非常に緊密な関係が成立していることを示唆して
いる． 
また，『口腔内環境の安定化により睡眠の質的改善を供する』という歯科医療の新し
い役割を示すことで，その社会的貢献度を更に高めることに繋がる． 
 
２．研究の目的 
潜在的なもの含めると国民の４割が不眠症とされる我が国において，本研究課題の
社会的ニーズは高く，かつ国民の健康増進を進める上でも極めて意義深いものといえ
る． 
口腔ケアによる介入は口腔内感染源の除去のみならず，口腔機能や ADLの改善に繋
がることが報告されている．本研究では介護施設において専門的口腔ケア介入を実施
し，口腔衛生状態の改善・維持が睡眠の質的改善に直結することを明らかとし，睡眠
障害患者への歯科的介入の有効性を示すことを目的とする．  
 
３．研究の方法 
（１）睡眠障害モデルマウスにおける歯肉組織の解析 
睡眠障害モデルマウスとして、4 週齢の ddY-雄性マウスを用い，間断的レム睡眠障
害ストレスを与える実験を行った．まず初めに，疼痛閾値の低下（疼痛過敏症状）の
確認として，酢酸の腹腔内投与による，疼痛反射について評価を行った．末梢におけ
る，疼痛閾値の低下に対するα2 アドレナリン受容体の関与を検討するため，そのア
ゴニスト（ST-91）の鎮痛作用について検討を行った。歯周病モデルについては、両側
第一・第二臼歯間に絹糸を挿入・結紮し，歯周炎を誘発するモデルを用い、健常群と
睡眠障害群での比較検討を行った．組織学的検討に加え、定量 PCR 解析やウェスタン
ブロッティングにより検討を行った。 
 
（２）東日本大震災被災者データを用いた口腔および関節疼痛の罹患状況と睡眠の関
連の検討 
東北大学大学院医学系研究科（公衆衛生学分野：辻一郎教授ら）と被災自治体の共
同事業である被災者健康調査データを用い、解析を行った． 
震災後の歯の痛みと不眠症の罹患状況について、経時的な動向について把握するた
め、宮城県沿岸部に居住する東日本大震災被災者（18 歳以上、2,776 名）の内、有効
な回答が得られた 2,398 名を対象として、居住住宅の種類（震災前と同様、プレハブ
仮設住宅、新築/賃貸などの３つに区分）と歯の痛みの発生、不眠症の発現との関連に
ついて検討した。 
 
（３）統計解析 
 Student’s T-test，もしくは Two-way ANOVA を用いて検討を行った（p < 0.05 に
より判定）。また，震災後に実施された被災者検診データを用いた解析については，年
齢や性別，喫煙習慣，経済状況，不眠症とうつ傾向の有無といった因子で補正し，多
重ロジスティック回帰分析を行った．次に，歯科検診を受診した 1,446 名でのサブグ
ループを行い，口腔の問題の有無を加えた解析を行った． 
 
４．研究成果 
睡眠障害の負荷に伴い、疼痛閾値の低下が認められた．これらはα2 アドレナリン
受容体アゴニストにより鎮痛作用が示され、臨床的なターゲットが示された．くわえ
て，睡眠障害モデルでは組織内サイトカイン発現の上昇と歯槽骨吸収が悪化し，相乗
効果があることが示された．以上の結果から，睡眠障害が歯周病を相乗的に悪化させ

 
表１：歯肉の出血と不眠症の多変量解析． 



る因子となる可能性が示された． 
被災者における歯の痛みは 5 年間の
調査を通じて、延べで 3.6%の人に認め
られた。プレハブ仮設住宅の居住者で
最も多く、4.5%（181 名/3,951 名、震
災前と同様：2.3%‐61 名/2,674 名、新
築/賃貸など：3.3%－72 名/2,161 名）
で、特に震災直後の第 1回調査時（2011
年 6 月～9 月）に顕著（7.9%‐45/568
名）で、リスクが約 4 倍高いことが示
された。また、参加者の中で歯科検診
を受診した人（1,446 名）で同様の解
析を行い、歯の問題（虫歯や歯肉の出
血の有無、治療の必要性）を考慮した
場合でも、プレハブ仮設住宅居住者に
おいては歯の痛みが多いことが認めら
れた。歯の痛みは一般的な歯の病気（虫
歯や歯周病など）だけでなく、睡眠障害でも引き起こされることが知られている。そ
れらについて検討した結果，アテネ不眠指数を考慮した解析では，居住環境と歯の痛
みとの関連が弱まることが示された． 
本研究は、居住環境と関連した睡眠障害で、「歯の痛み」が一過性に増加する可能性
について、初めて報告したものとなる。震災直後のストレスは様々な問題を増加させ
るが、震災後には歯の痛みも同様に増えることを認識し，それらが睡眠障害と複雑に
絡み合い，健康障害への悪循環が形成されることを示すことが出来た．また，同じデ
ータを用いた解析は順調に進んでおり、睡眠障害と肩凝りを含む頭頚部疼痛との関わ
りについては論文発表なども行えている． 
研究課題の総括として，我々の仮説を立証するうえで非常に有用な結果が出たものと
考えられる．すなわち，本研究計画に則った内容で査読付き学術雑誌に論文報告を数
報発表することができた。 
睡眠の問題は心身共に直接的に疾患へと繋がるリスクが高く，その慢性化は QOL を
大きく低下させる．歯周病も成人の８割が罹患するとされており、睡眠と同様に国民
病と言える状況である．これら二つの疾患はともに self-management（生活習慣や健
康行動の自己管理）に因る部分が大きく，我が国の抱える医療費問題からもその重要
性は高まる一方である．しかしながら臨床の現場では，睡眠障害に対する治療法に関
しては未だ薬物療法等が主体となっており，行動認知療法への理解は深まっていると
はいえない． 
本研究結果から示される，口腔疾患と睡眠障害の密接な関係，そして睡眠障害治療
における新しい選択肢の一つとしての歯科医療の提示は，睡眠障害の発症メカニズム
解明の一助となるだけで無く，我が国の国民の健康維持・増進に直結するものである．
今回提示される口腔健康行動の新たな意義は従来のものとは全く異なり，極めて独創
性に溢れたものと言え，歯科医療による社会的貢献をより明確なものとし，臨床的に
きわめて意義のある研究であるといえる． 
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